第28回若手科学者によるプラズマ研究会
講演予稿テンプレート
フュージョン太郎1, プラズマ花子1,2
量研1, 核融合大学1,2
核融合エネルギーの社会実装を目指すプラズマ物理研究は、2023年にプラズマ実験を開始したJT-60SA、そして現在も建設が進むITERと、装置の大型化と放電の長時間化、プラズマ制御の高度化が進んでいる。そのような実験で新たな物理の知見を生み出すためには、多種多様かつ膨大な計測データを高速に処理することが求められる。他方、次のステップである原型炉の研究では、プラズマの性能向上や設計上の制約から、利用できる計測は大きく制限される。そこでは、現在までのプラズマ実験とは逆に、少ない計測情報からプラズマの振る舞いを正確に捉えることが求められる。一見真逆に見えるこれらの課題に立ち向かうためには、統計・機械学習といったインフォマティクス手法の活用が不可欠である。
今回の研究会は核融合プラズマ研究の主要な要素である計測・制御・モデリングのそれぞれが、インフォマティクスとの関わりの中でこれからどのように広がっていくかを議論する。一般講演は幅広い研究領域を対象に、すでにインフォマティクスを活用している方はもちろん、これから触れてみたい方やこれまで興味がなかったというような方からも、講演を広く募集する。参加する若手研究者の方々にとって、本研究会が自身の研究を広げる一助となれば幸いである。
[image: image1.png]



図1 JT-60SA本体の鳥瞰図。研究会では見学ツアーも予定されている。
参考文献

[1] T. Fusion and H. Plasma, article title, journal name 1, 123456 (2025).
